
　

会
長
職
を
仰
せ
つ
か
っ
て
、

も
う
そ
ん
な
年
回
り
な
の
か
と

愕
然
と
し
ま
し
た
。
不
惑
と
呼

ぶ
に
は
程
遠
く
、
未
熟
な
ま
ま

年
だ
け
重
ね
た
身
で
は
歴
代
会

長
方
に
も
現
会
員
方
に
も
失
礼

に
な
る
の
で
は
と
、
よ
ほ
ど
辞

退
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
た

だ
、
現
状
の
人
員
不
足
か
ら
才

覚
あ
る
同
輩
後
輩
諸
兄
に
は
多

方
面
に
そ
の
辣
腕
を
振
る
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
と
の
考
え

も
あ
り
僭
越
な
が
ら
拝
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

資
格
を
授
か
っ
た
当
初
、
神

社
と
い
え
ば
本
務
社
と
兼
務
社

に
ご
年
配
の
助
勤
神
職
数
名
の

先
が
あ
る
様
に
感
じ
ら
れ
な

い
、
ご
く
狭
い
界
隈
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
そ
ん

な
先
行
き
の
不
安
な
神
社
を
継

ぐ
事
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
思

考
放
棄
し
て
い
た
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
熱
心
に
信
仰
し
、

お
参
り
す
る
方
を
見
て
育
っ
た

為
、
そ
う
い
う
人
が
一
人
で
も

い
る
な
ら
継
ご
う
と
思
っ
た
の

が
端
緒
で
す
。
数
年
前
ま
で
生

活
費
を
他
で
稼
ぐ
と
い
う
発
想

も
な
か
っ
た
く
ら
い
で
す
。

　

が
、
助
勤
を
頼
ま
れ
他
の
神

社
で
の
祭
に
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
折
に
は
、
こ
の
様
に
全

国
で
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

と
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
青
年
会
を
知
り
所
属
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
悩
み
な
が
ら

も
神
社
の
維
持
運
営
に
尽
力
す

る
仲
間
と
も
呼
べ
る
存
在
が
居

た
の
だ
と
、
私
の
斯
界
へ
の
認

識
は
広
が
り
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
昨
年
よ
り
お

世
話
に
な
っ
て
き
た
宮
司
が
ご

高
齢
か
ら
祭
式
等
が
難
し
く

な
っ
た
と
の
事
で
、
新
た
に
四

社
の
禰
宜
に
就
く
事
と
な
り
ま

し
た
。
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
方

が
い
る
の
で
は
な
い
か
、
勝
手

の
違
う
祭
祀
を
斎
行
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
葛
藤
も
あ
り
ま
し
た

が
、
秋
か
ら
正
月
ま
で
日
程
調

整
に
窮
し
な
が
ら
も
宮
司
、
総

代
方
の
御
助
力
の
御
蔭
で
事
な

き
を
得
ま
し
た
。
田
舎
に
あ
っ

て
生
計
を
立
て
る
の
は
難
し
い

け
れ
ど
、
や
は
り
心
の
拠
り
所

と
し
て
の
神
社
を
守
っ
て
い
か

な
く
て
は
と
思
い
直
し
た
一
幕

で
し
た
。

　

同
様
に
、
当
も
な
く
神
職
に

な
っ
た
私
に
と
っ
て
青
年
会
は

拠
り
所
で
し
た
。
粒
ぞ
ろ
い
の

歴
代
会
長
始
め
、
直
前
会
長
の

福
田
さ
ん
の
様
に
実
直
に
こ
な

せ
る
自
信
は
欠
片
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
が
受
け
取
る
体
験
価
値

の
方
が
大
き
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
も
し
会
と
し
て
も
助
か
る

面
が
少
し
で
も
あ
る
の
で
あ
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

神
職
歴
凡
そ
二
十
年
と
は
雖

も
私
は
未
だ
に
柏
手
が
不
得
手

で
す
。
二
回
と
も
同
じ
よ
う
に

鳴
る
こ
と
も
稀
で
す
。
た
だ
、

列
拝
で
あ
れ
ば
後
ろ
に
皆
が
い

て
、
た
し
だ
し
に
打
ち
上
げ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
と
の
思
い
か

ら
、
憂
う
こ
と
な
く
手
を
大
き

く
開
い
て
柏
手
に
臨
め
ま
す
。

ど
う
ぞ
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す

様
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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大
震
災
復
興
十
周
年
祈
念
祭
、

沖
縄
本
土
復
帰
五
十
周
年
記

念
祭
の
祝
詞
を
作
文
し
ま
し

た
。
一
か
ら
の
作
成
で
は
な

く
、
ベ
ー
ス
と
な
る
例
文
を
ア

レ
ン
ジ
し
な
が
ら
書
き
上
げ

た
の
で
す
が
、「
県
の
会
長
と

し
て
、
ま
た
は
個
人
と
し
て
、

ど
ん
な
言
葉
で
祈
念
し
た
い

の
か
。
ど
う
奉
告
し
た
い
か
」

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇
陛

下
の
御
言
葉
が
掲
載
さ
れ
た

記
事
を
読
ん
だ
り
、
東
日
本

大
震
災
や
復
興
に
関
す
る
こ

と
、
沖
縄
本
土
復
帰
時
の
様
子

な
ど
を
調
べ
た
り
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
は
、
我
々
日

本
人
の
在
り
方
と
は
…
と
い

う
思
い
を
多
少
な
り
と
も
祝

詞
に
盛
り
込
ん
だ
つ
も
り
で

い
ま
す
。
作
文
の
た
め
に
様
々

な
出
来
事
を
リ
サ
ー
チ
し
た

こ
と
、
日
本
語
の
奥
深
さ
に

気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
日

本
人
・
神
職
と
し
て
の
自
分

に
と
っ
て
大
き
な
糧
と
な
っ

た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
研
鑽

や
経
験
を
積
み
重
ね
い
く
と
、

よ
り
多
角
的
・
多
様
的
な
視
点

で
祝
詞
と
向
き
合
え
る
の
で
は

な
い
か
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
十
二
月
、
京
都
の
清

水
寺
で
発
表
さ
れ
た
「
今
年
の

漢
字
」は「
戦
」で
し
た
。ス
ポ
ー

ツ
の
試
合
で
戦
う
こ
と
や
、
い

ろ
い
ろ
な
挑
戦
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

軍
事
侵
攻
に
よ
っ
て
戦
う
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
々
や
、

そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
人
々
が

こ
の
地
球
上
に
い
る
と
思
う

と
、
と
て
も
心
が
痛
み
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

人
々
が
戦
々
恐
々
と
し
、
心
が

と
げ
と
げ
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
っ
た
様
は
、
記
憶
に
新
し
い

で
し
ょ
う
。日
本
は
も
と
よ
り
、

世
界
中
の
人
々
が
平
穏
無
事
に

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
祈
り
続
け
る
こ
と
が
神
職

と
し
て
の
使
命
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
一
日
一
日
の
な
ん
で
も

な
い
よ
う
な
、
平
凡
と
も
思
え

る
よ
う
な
時
間
が
、
実
は
と
て

も
貴
重
で
あ
り
有
難
い
こ
と
だ

と
神
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
な
が
ら
奉
仕
を
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
、

諸
先
輩
方
、
鳥
取
縣
神
社
廳
お

よ
び
各
神
社
・
宮
司
様
方
の
御

支
援
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
会
務
を
遂
行
で
き
ま
し
た
こ

と
を
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

で
開
催
し
た
神
宮
写
真
展
等

の
各
事
業
を
進
め
た
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
り
と
、
当
会
に
と
っ
て
、

ま
た
私
自
身
に
と
っ
て
新
た

な
試
み
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
滞
り
な
く
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
事
業
部
員

や
広
報
部
員
、
事
務
局
長
を
は

じ
め
と
す
る
会
員
の
皆
さ
ん
の

協
力
、
諸
先
輩
方
の
ご
理
解
と

お
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

会
長
に
就
任
し
、
自
分
に

と
っ
て
一
番
の
学
び
と
な
っ

た
の
は
「
祝
詞
作
文
に
あ
た

り
、
祈
り
の
言
葉
と
ど
う
向

き
合
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
在
任
中
、
先
に
挙
げ
た
鳥

取
神
青
五
十
五
周
年
奉
告
祭

に
加
え
、
天
長
祭
、
東
日
本

　

先
ず
以
て
、
謹
ん
で
聖
寿

の
万
歳
と
皇
室
の
御
清
栄
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
鳥
取
県
神
道
青
年

会
会
長
と
し
て
の
二
年
間
の

任
期
を
終
え
、
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
任
期
中
、
当
会
の
創
立

五
十
五
周
年
を
記
念
し
、
私

の
奉
務
社
で
あ
る
照
國
神
社

に
て
、
鳥
取
縣
神
社
廳
長
様

ご
臨
席
の
も
と
に
奉
告
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
本
来
で
し

た
ら
、
も
っ
と
多
く
の
方
を

お
招
き
す
る
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
斎
行
し
た
令
和
三
年
の

九
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
第
五
波

の
最
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

縮
小
し
た
形
で
執
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
二
年
の
間
に
、
周
年
奉

告
祭
や
鳥
取
市
の
わ
ら
べ
館

前
会
長 

あ
い
さ
つ

福 

田

　靖
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《
県
》

四
月
十
三
日

●
理
事
会
（
前
年
度
）

七
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

四
月
二
十
三
日

●
神
道
青
年
全
国
協
議
会 

定

例
総
会

三
名
・
神
社
本
庁
と
ウ
ェ
ブ

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

五
月
九
日

●
令
和
三
年
度
鳥
取
県
神
道

青
年
会 

総
会

十
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

五
月
二
十
六
日

●
第
一
回
中
国
五
県
青
年
神

職
協
議
会 

理
事
会

五
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

五
月
二
十
九
日

●
第
五
十
四
回
中
国
地
区
氏
子

青
年
神
道
青
年
合
同
研
修
会

五
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

五
月
三
十
日

●
第
一
回
理
事
会

十
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

六
月
二
日

●
神
青
協
オ
ン
ラ
イ
ン
地
区

訪
問
会

三
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

七
月
九
日

●
第
二
回
理
事
会

九
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

八
月
六
日

●
第
三
回
理
事
会

六
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

八
月
十
五
日

●
会
報
誌
「
鳥
取
神
青
通
信
」

第
二
十
号
発
行

八
月
二
十
六
日

●
神
青
協
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

三
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

九
月
十
日

●
第
四
回
理
事
会

十
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

九
月
二
十
日

●
鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
立

五
十
五
周
年
記
念
奉
告
祭

七
名
・
照
国
神
社

十
月
二
、四
日

●
神
青
協
「
デ
ザ
イ
ン
思
考

と
情
報
発
信
を
学
ぶ
」
ウ
ェ

ブ
研
修
会

三
名

十
一
月
九
、十
一
日

●
神
青
協
「
デ
ザ
イ
ン
思
考

と
情
報
発
信
を
学
ぶ
」
ウ
ェ

ブ
研
修
会

五
名

十
一
月
二
十
日

●
第
五
回
理
事
会

六
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

十
二
月
二
十
日

●
第
六
回
理
事
会

十
名
・
照
国
神
社

一
月
二
十
九
日

●
第
七
回
理
事
会

九
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

二
月
二
十
三
日

●
祭
式
研
修
会
並
び
に
天
長

祭
・
第
八
回
理
事
会

十
一
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

二
月
二
十
四
日

●
神
社
庁
神
殿
祭 

祭
員
奉
仕

三
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

三
月●

鳥
取
県
神
道
青
年
会
Ｈ
Ｐ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

三
月
二
十
五
日

●
第
九
回
理
事
会

九
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

《
若
葦
会
》

四
月
二
十
一
日

●
護
国
神
社
例
大
祭
準
備
・

総
会
・
衣
紋
研
修

七
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

四
月
二
十
二
日

●
護
国
神
社
春
季
例
大
祭
奉
仕

十
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

六
月
二
十
日

●
因
幡
相
伝
楽
・
衣
紋
研
修

七
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

九
月
二
十
一
日

●
護
国
神
社
例
大
祭
準
備
・

研
修
会

六
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

九
月
二
十
二
日

●
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭
奉
仕

六
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

十
一
月
二
十
八
日

●
神
楽
舞
研
修

八
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

三
月
五
日

●
神
楽
舞
研
修

五
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

《
中
部
》

七
月
二
十
四
日

●
総
会

六
名
・
松
崎
神
社
祈
祷
殿

一
月
三
十
日

●
新
年
会
（
会
議
の
み
）

五
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

二
月
十
一
日

●
建
国
祭

一
名
・
大
元
神
社

二
月
十
一
日

●
中
部
支
部
建
国
祭
（
玉
串

料
の
み
）

一
名
・
鎭
靈
神
社

《
西
部
》

五
月
三
十
日

●
西
部
青
年
神
職
会
総
会

十
名
・
米
子
市 

大
神
山
神
社

十
二
月
十
六
日

●
第
一
回
役
員
会

六
名
・
米
子
市 

大
神
山
神
社

二
月
十
一
日

●
建
国
祭
奉
仕

三
名
・
米
子
市 

勝
田
神
社

三
月
十
五
日

●
三
役
会
議

四
名
・
米
子
市 

大
神
山
神
社

三
月
十
九
日

●
相
互
研
修
会

七
名・米
子
市 

大
神
山
神
社

三
月
十
九
日

●
第
二
回
役
員
会

七
名・米
子
市 

大
神
山
神
社

令
和
三
年
度
　
活
動
記
録
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●
第
三
回
理
事
会

九
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

八
月
十
七
日
か
ら
二
十
日

●
神
宮
写
真
展
「
写
真
で
旅

す
る
お
伊
勢
さ
ん
」
開
催

わ
ら
べ
館

八
月
三
十
日
・
三
十
一
日

●
神
青
協
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

二
名
・
神
社
本
庁
・
ウ
ェ
ブ

九
月
二
日

●
神
青
協
「
神
職
の
た
め
の

神
宮
研
修
会
」

七
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

九
月
九
日

●
第
四
回
理
事
会

七
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

十
月
二
十
七
日

●
神
青
協 

沖
縄
戦
全
戦
没
者

慰
霊
祭

一
名
・
沖
縄
県

十
月
三
十
一
日

●
第
五
回
理
事
会

十
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

十
一
月
十
七
日

●
神
青
協 

臨
時
総
会

一
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

十
二
月
九
日

●
第
六
回
理
事
会

八
名
・
照
国
神
社

一
月
二
十
七
日

●
第
七
回
理
事
会

九
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

二
月
二
十
三
日

●
祭
式
研
修
会
並
び
に
天
長
祭

十
一
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

二
月
二
十
三
日

●
第
八
回
理
事
会

十
一
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

二
月
二
十
四
日

●
神
社
庁
神
殿
祭 

祭
員
奉
仕

三
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

三
月
二
十
一
日

●
第
九
回
理
事
会

九
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

四
月
二
十
一
日

●
第
十
回
理
事
会

四
月
二
十
七
日

●
神
青
協 

総
会

五
月
十
四
日

●
鳥
取
県
神
道
青
年
会 

総
会

《
若
葦
会
》

四
月
二
十
一
日

●
護
国
神
社
例
大
祭
準
備
・

総
会
・
衣
紋
研
修

七
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

四
月
二
十
二
日

●
護
国
神
社
春
季
例
大
祭
奉
仕

七
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

七
月
三
日

●
因
幡
相
伝
楽・神
楽
舞
研
修

十
名
・
御
湯
神
社

九
月
二
十
一
日

●
護
国
神
社
例
大
祭
準
備
・

研
修
会

五
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

九
月
二
十
二
日

●
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭
奉
仕

五
名
・
鳥
取
県
護
国
神
社

十
二
月
五
日

●
靖
国
神
社
研
修
旅
行

五
名
・
東
京
都

《
中
部
》

四
月
十
七
日

●
中
部
青
年
神
職
会 

総
会

五
名
・
松
崎
神
社 

祈
祷
殿

四
月
十
七
日

●
バ
ッ
カ
イ
研
修
会

七
名
・
倭
文
神
社 

社
務
所

二
月
十
一
日

●
建
国
祭

一
名
・
大
元
神
社

二
月
二
十
四
日

●
新
年
会

六
名
・
く
い
も
の
屋 

わ
ん

《
西
部
》

五
月
九
日

●
第
一
回
役
員
会

六
名・米
子
市 

大
神
山
神
社

五
月
十
九
日

●
定
例
勉
強
会

三
名・伯
耆
町 

野
上
荘
神
社

五
月
二
十
九
日

●
西
部
青
年
神
職
会 

総
会

八
名・米
子
市 

大
神
山
神
社

六
月
二
十
四
日

●
定
例
勉
強
会

五
名
・
米
子
市 

粟
嶋
神
社

七
月
二
十
六
日

●
第
二
回
役
員
会

七
名・米
子
市 

大
神
山
神
社

九
月
四
日

●
西
部
青
年
神
職
会 

六
十
周

年
奉
告
祭

七
名・伯
耆
町 

野
上
荘
神
社

九
月
二
十
九
日

●
定
例
勉
強
会

六
名・米
子
市 

大
神
山
神
社

一
月
二
十
四
日

●
第
三
回
役
員
会

六
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

三
月
二
十
三
日

●
第
四
回
役
員
会

七
名・米
子
市 

大
神
山
神
社

五
月●

西
部
青
年
神
職
会 

総
会

《
県
》

四
月
二
十
七
日

●
第
一
回
理
事
会

七
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

五
月
十
五
日

●
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
周
年

記
念
日
国
土
平
安
祈
願
祭

十
一
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

五
月
十
五
日

●
令
和
四
年
度
鳥
取
県
神
道

青
年
会 

総
会

十
一
名
・
鳥
取
県
神
社
庁

五
月
二
十
日

●
神
青
協
「
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
お
け
る
神
社
の
在
り
方
を

学
ぶ
」
ウ
ェ
ブ
研
修
会

二
名

六
月
十
三
日

●
第
二
回
理
事
会

八
名
・
ウ
ェ
ブ
開
催

六
月
十
八
日

●
第
五
十
五
回
中
国
地
区
氏

子
青
年
神
道
青
年
合
同
研
修

会五
名
・
広
島
県
東
広
島
市

七
月
四
日
・
六
日

●
神
青
協
「
神
道
講
話
を
学

ぶ
」
ウ
ェ
ブ
研
修
会

三
名

七
月
二
十
日

令
和
四
年
度
　
活
動
記
録
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沖
縄
本
土
復
帰

　
五
十
周
年
に
あ
た
り

　

令
和
四
年
五
月
十
五
日
、
沖

縄
が
本
土
復
帰
を
果
た
し
て

五
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
同
日
鳥
取

縣
神
社
廳
に
お
い
て
「
沖
縄
本

土
復
帰
五
十
周
年
記
念
日　

国
土
平
安
祈
願
祭
」
を
斎
行

し
、
ま
た
十
月
二
十
七
日
に
は

沖
縄
県
護
国
神
社
に
お
き
ま
し

て「
沖
縄
戦
全
戦
没
者
慰
霊
祭
」

が
神
道
青
年
全
国
協
議
会
主
催

の
下
で
斎
行
さ
れ
、
私
は
そ
れ

ぞ
れ
祭
員
と
し
て
ご
奉
仕
致
し

ま
し
た
。
国
土
平
安
祈
願
祭
で

は
県
内
会
員
十
二
名
に
加
え
ご

来
賓
と
し
て
鳥
取
縣
神
社
廳
よ

り
、
米
原
尊
仁
廳
長
、
松
田
直

也
理
事
、
当
会
の
大
澤
祥
之
顧

問
に
ご
参
列
賜
り
ま
し
た
。
御

神
前
に
は
沖
縄
ゆ
か
り
の
も
の

を
お
供
え
し
、
福
田
会
長
が
祝

第
五
十
五
回
中
国
地
区

氏
子
青
年
・
神
道
青
年

合
同
研
修
会

　

令
和
四
年
六
月
十
八
日
、

広
島
県
東
広
島
市
は
西
条
の

地
に
て
、
第
五
十
五
回
中
国

地
区
氏
子
青
年
・
神
道
青
年

合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

当
会
か
ら
は
五
名
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
本
研
修

会
が
参
集
型
で
行
わ
れ
た
の
は

三
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

開
講
式
の
後
、
西
条
駅
北
側

に
鎮
座
す
る
御
建
神
社
に
て
正

式
参
拝
を
し
、
西
条
酒
蔵
通
り

を
見
学
す
る
実
地
研
修
に
出
か

け
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
酒
蔵
も

西
条
駅
の
近
く
に
あ
り
、
高
い

煙
突
が
い
く
つ
も
見
え
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
酒
蔵
の
入
り
口
に
は

酒
造
り
に
使
わ
れ
る
水
が
流
れ

出
て
お
り
、
飲
み
比
べ
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
地
研
修
を
終
え
る
と
、
開

講
式
を
持
っ
た
会
場
へ
戻
り
、

広
島
杜
氏
組
合
長
の
石
川
達
也

先
生
に
よ
る
「
放
し
飼
い
の
酒

鳥
取
県
神
道
青
年
会

�
五
十
五
周
年
奉
告
祭

　

鳥
取
県
神
道
青
年
会
の
創
立

五
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
去
る
令
和
三
年
九
月

二
十
日
、
照
國
神
社
に
て
創
立

五
十
五
周
年
奉
告
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。
祭
典
で
は
、
県
内
中

部
に
伝
わ
る
伯
耆
七
座
の
舞
よ

り
「
茣
蓙
の
舞
」
を
奉
納
し
ま

し
た
。

　

奉
告
祭
終
了
後
、
ご
臨
席
賜

り
ま
し
た
鳥
取
縣
神
社
廳
米
原

尊
仁
廳
長
よ
り
「
斯
界
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、

伝
統
を
守
り
つ
つ
神
社
と
地
域

の
新
た
な
関
係
性
を
構
築
す
る

上
で
、
青
年
会
の
担
う
使
命
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
。
こ

れ
か
ら
も
斯
界
の
尖
兵
と
し
て

飛
翔
の
精
神
を
胸
に
、
活
動
へ

の
一
層
の
邁
進
を
期
待
し
て
い

る
。」
と
激
励
の
御
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き

た
五
十
五
年
の
伝
統
、
そ
し
て

技
術
を
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、
次
の
世
代
へ
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
会
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て

諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
切
に
思
い
ま
す
。

�

（
大
元
神
社　

池
本
圭
一
）

詞
を
奏
上
致
し
ま
し
た
。
祭
典

後
に
は
大
澤
顧
問
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
戴
し
ま
し
た
。「
沖
縄
戦

全
戦
没
者
慰
霊
祭
」
に
は
各
都

道
府
県
よ
り
多
く
の
奉
仕
者
が

集
い
、
心
ひ
と
つ
に
厳
か
に

祭
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
万
人
以
上
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
沖
縄
戦
、
そ
の
凄
惨
な

記
憶
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
感
じ
、

未
だ
争
い
の
絶
え
な
い
世
界
の

平
和
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
倭
文
神
社　

米
原
尊
信
）
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天
長
祭
及
び
祭
式
研
修

　

令
和
五
年
二
月
二
十
三
日
、

天
長
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

天
長
祭
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
祭
式
研
修
で
は
、
鳥
取
縣
神

社
廳
祭
式
講
師
の
田
中
倫
明
先

生（
東
井
神
社
宮
司
）を
お
迎
え

し
て
、
天
長
祭
の
奉
仕
に
向
け

た
習
礼
を
し
な
が
ら
神
社
祭
式

作
法
の
基
礎
を
ご
指
導
頂
き
ま

し
た
。
チ
リ
や
ホ
コ
リ
が
少
し

ず
つ
積
も
っ
て
い
く
よ
う
に
祭

式
作
法
に
も
わ
ず
か
ず
つ
我
流

の
癖
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

祭
式
作
法
の
基
礎
と
基
本
を
初

心
に
か
え
っ
て
学
び
直
し
、
ま

た
講
師
の
先
生
や
会
員
相
互
で

チ
ェ
ッ
ク
し
合
う
こ
と
で
日
々

少
し
ず
つ
積
も
っ
て
い
っ
た
作

法
の
癖
を
取
り
払
え
る
有
意
義

な
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

祭
式
研
修
で
基
礎
作
法
を
学

び
な
お
し
た
直
後
の
祭
典
で
あ

り
、
普
段
に
な
い
緊
張
感
を

も
っ
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
矢
矯
神
社　

宇
田
川
真
信
）

神
宮
写
真
展
開
催

　

令
和
四
年
は
神
宮
大
麻
全
国

頒
布
百
五
十
周
年
に
あ
た
り
、

記
念
事
業
と
し
て
【
写
真
で
旅

す
る
お
伊
勢
さ
ん
】
と
題
し
、

神
道
青
年
全
国
協
議
会
よ
り
お

借
り
し
た
神
宮
に
関
す
る
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示
を
令
和
四
年
八

月
十
七
日（
水
）～
二
十
日（
土
）

に
か
け
て
、
鳥
取
童
謡
・
お
も

ち
ゃ
館
『
わ
ら
べ
館
』（
鳥
取
市

西
町
）
を
会
場
に
行
い
ま
し
た
。

　

入
場
料
無
料
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
を
展
示
会
場
と
し
、
子

供
達
の
自
由
研
究
の
題
材
と
し

や
す
い
よ
う
「
自
由
研
究
お
た

す
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
を
作
成

し
入
口
に
設
置
す
る
等
の
工
夫

を
行
っ
た
為
、
特
に
最
終
日
の

二
十
日（
土
）に
は
親
子
連
れ
の

方
々
や
、
お
伊
勢
さ
ん
を
懐
か

し
み
、
足
を
止
め
ら
れ
て
見
学

さ
れ
る
ご
年
配
の
方
々
な
ど
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
神
社
庁
教
化
部
主
催
の
「
夏

休
み
親
子
参
拝
旅
行
」
の
日

程
に
こ
の
展
示
会
の
見
学
を
組

み
入
れ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、

県
内
の
新
型
感
染
症
の
状
況
が

大
幅
に
悪
化
し
た
為
中
止
と
な

り
、
神
職
子
弟
の
皆
様
に
こ
の

展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
事
が
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
は
大

変
残
念
で
し
た
。
ま
た
、
会
場

担
当
者
と
の
連
絡
や
会
員
間
で

の
情
報
共
有
を
よ
り
密
に
行
っ

て
い
れ
ば
、
更
に
よ
り
良
い
事

業
と
な
り
得
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
と
こ
ろ
は
大
き
な
反
省

材
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
鳥
取
県
神

道
青
年
会
と
し
て
、
一
般
の

造
り
～
授
か
り
も
の
の
酒
～
」

を
聴
講
し
ま
し
た
。
西
条
と
い

う
地
で
ど
の
よ
う
に
し
て
酒
造

り
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
の

か
、
酒
蔵
が
こ
ん
な
に
も
近
く

に
何
軒
も
あ
る
（
全
国
的
に
珍

し
い
こ
と
な
の
だ
そ
う
で
す
）

の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
よ
う
な

興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

西
条
の
地
が
酒
ど
こ
ろ
と
し

て
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
発
展
し

て
い
っ
た
か
、
直
に
そ
の
空
気

に
触
れ
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
た
研
修
会
で
し
た
。

�

（
照
國
神
社　

福
田
靖
）

方
々
を
対
象
に
し
た
こ
の
よ
う

な
教
化
活
動
事
業
を
行
っ
た
事

は
あ
ま
り
無
く
、
会
と
し
て
の

活
動
の
幅
を
広
げ
る
事
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

�

（
宇
倍
神
社　

兒
玉
雅
州
）
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靖
国
神
社
参
拝
旅
行

　

靖
国
神
社
参
拝
旅
行
が
、十
二

月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参

加
者
五
名
が
靖
国
神
社
に
正
式

参
拝
を
し
て
遊
就
館
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

正
式
参
拝
で
は
尊
い
命
を
捧

げ
ら
れ
た
英
霊
の
御
前
で
御
霊

安
か
れ
と
、参
加
者
全
員
が
敬
意

と
感
謝
の
念
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

遊
就
館
で
は
、祖
国
の
行
く
末

を
案
じ
家
族
の
幸
せ
を
願
い
な
が

ら
戦
場
に
斃
れ
た
方
々
、戦
後
に

遠
い
異
郷
の
地
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
、広
島
や
長
崎
で
の
原
爆
投

下
、各
都
市
で
の
爆
撃
、沖
縄
に

お
け
る
地
上
戦
な
ど
、戦
乱
の
渦

に
巻
き
込
ま
れ
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
な
ど
の
多
く
の
英
霊
の
遺

影
、遺
書
、遺
品
な
ど
を
拝
見
し
、

戦
争
の
壮
絶
さ
を
感
じ
、平
和
に

つい
て
改
め
て
考
え
ま
し
た
。

　

靖
国
神
社
参
拝
旅
行
を
通
し

て
、今
日
私
た
ち
が
享
受
し
て
い

る
平
和
と
繁
栄
は
、戦
没
者
の
皆

様
の
尊
い
命
と
、苦
難
の
歴
史
の

上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、戦

争
の
惨
禍
は
二
度
と
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
矢
矯
神
社　

宇
田
川
真
信
）

バ
ッ
カ
イ
勉
強
会
に
参
加
し
て

　

令
和
四
年
四
月
十
七
日
に
倭

文
神
社
に
て
バッ
カ
イ
の
勉
強
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
勉

強
会
は
倭
文
神
社
の
禰
宜　

米

原
尊
信
君
の
声
掛
け
の
も
と
中

部
の
若
手
神
職
を
始
め
、そ
の
子

ど
も
や一般
の
方
ま
で
広
く
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

勉
強
会
は
、倭
文
神
社
宮
司

米
原
尊
仁
様
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、バッ
カ
イ
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。祭
典
の
中
で
見

る
事
は
あ
って
も
近
く
で
見
た
事

は
な
く
、な
る
ほ
ど
こ
の
様
な
作

り
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
驚
き
ま

単
位
会
の
活
動

し
た
。見
た
目
は
複
雑
で
う
ま

く
作
れ
る
か
不
安
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、米
原
宮
司
様
に
教
え
て

い
た
だ
き
、一
工
程
ず
つ
順
々
に

作
っ
て
い
く
と
何
と
か
完
成
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
拝
殿
に
行
き
バッ
カ
イ
の

引
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。ま
ず

は
米
原
宮
司
様
が
す
る
す
る
と
、

色
々
な
方
向
へ
バ
ッ
カ
イ
を
操
ら

れ
ま
す
。し
か
し
、自
分
で
引
い
て

み
る
と
前
後
ど
こ
ろ
か
大
き
く
揺

ら
す
事
も
難
し
く
、自
在
に
バ
ッ

カ
イ
を
操
ら
れ
る
米
原
宮
司
様

に
尊
敬
の
念
を
抱
く
と
も
に
、バッ

カ
イ
を
引
く
難
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
最
後
は
、中
国
地
方

の
神
事
や
神
楽
に
つい
て
研
究
を

し
て
お
ら
れ
る
中
村
元
記
念
館

東
洋
思
想
文
化
研
究
所
研
究
員

の
中
野
秋
鹿
先
生
に
バッ
カ
イ
に

つい
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鳥
取
県
内
、他
県
、ま
た
類
似
す

る
行
事
等
に
つ
い
て
映
像
を
交

え
つつ
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
バ
ッ
カ
イ
に
つ
い
て
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来

六
十
周
年
奉
告
祭

　

令
和
四
年
九
月
四
日
に
西
部

青
年
神
職
会
六
十
周
年
奉
告
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。来
賓
に

日
野
支
部
の
花
田
敏
子
副
支
部

長
、西
部
支
部
の
中
嶋
俊
史
副

支
部
長
を
お
招
き
し
、野
上
荘

神
社（
伯
耆
町
）で
執
り
行
い
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
、思
う
よ
う

に
事
業
が
展
開
で
き
な
い
中
、こ

の
周
年
事
業
も
事
前
に
計
画
し

て
い
た
禊
研
修
を
中
止
し
、西
部

圏
内
で
奉
告
祭
の
み
を
上
げ
る

形
と
な
り
ま
し
た
。会
員
七
名

が
出
席
し
、来
る
七
十
周
年
に
向

け
て
西
部
青
年
神
職
会
の
益
々

の
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。大
々

的
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、少
な
い

人
数
な
が
ら
粛
々
と
祭
典
を
終

え
出
席
者
一同
、先
輩
諸
兄
が
受

け
継
い
で
き
た
こ
の
会
を
さ
ら
に

若
い
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
け
る

よ
う
志
を
一つ
に
す
る
事
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。私
は
最
年
少
で

の
参
加
で
し
た
が
、こ
の
度
奉
告

祭
に
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
貴

重
な
経
験
が
出
来
た
と
と
も
に
、

祭
典
に
あ
た
り
先
輩
方
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
お
話
を
聞
く
事

が
出
来
、神
職
同
士
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
実
感
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

�

（
日
吉
神
社　

鷲
見
晃
弘
）

ま
し
た
。今
後
は
こ
の
貴
重
な
神

事
で
あ
る
バ
ッ
カ
イ
を
時
代
へ
と

受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う
更
な
る

勉
強
又
、練
習
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

�

（
上
小
鴨
神
社　

井
上
雅
也
）

◆
若
葦
会

◆
中
部
青
年
神
職
会

◆
西
部
青
年
神
職
会
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令
和
三
、四
年
度
の
二
年

間
、
神
宮
啓
発
委
員
と
し
て
神

青
協
に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
神
青
協
に
は
い

く
つ
か
委
員
会
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
の
委
員
会
は
名
前

の
通
り
神
宮
に
関
わ
る
様
々

な
こ
と
を
啓
発
し
て
い
く
委

員
会
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

の
地
区
か
ら
出
向
の
青
年
神

職
の
ほ
か
、
神
宮
の
神
職
も

二
名
参
加
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

参
宮
促
進
に
重
点
を
置
き
な

が
ら
、
氏
子
の
皆
さ
ん
や
広

く
一
般
の
方
々
に
対
し
て
神

宮
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
事
業
を

展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
年
間
の
世
間
の
情

勢
と
い
う
の
は
、
県
外
へ
の

移
動
を
控
え
る
よ
う
強
く
要

請
さ
れ
た
時
期
か
ら
徐
々
に

経
済
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て

い
っ
た
時
期
だ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
当
委
員
会
の
活
動
も

一
年
目
に
は
ほ
と
ん
ど
直
接

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
く
、

事
業
と
い
う
よ
り
は
会
議
が

多
い
委
員
会
で
あ
り
ま
し
た

が
、
二
年
目
に
は
多
く
の
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
叶
い

ま
し
た
。

　

中
で
も
全
国
七
か
所
で
展

開
し
た
神
宮
写
真
展
で
は
、
多

く
の
一
般
の
方
々
や
全
国
単

位
会
会
員
の
皆
様
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
神
青
協
が
所
有

す
る
神
宮
の
写
真
パ
ネ
ル
を

利
用
し
て
全
国
の
単
位
会
と

共
同
で
写
真
展
を
開
催
す
る

と
い
う
も
の
で
、
令
和
四
年
八

月
に
は
鳥
取
市
の
わ
ら
べ
館

で
も
実
施
致
し
ま
し
た
。
他
に

も
富
山
県
で
は
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
吹
き
抜
け

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
雅
楽

の
演
奏
イ
ベ
ン
ト
と
共
に
実

施
し
て
い
ま
し
た
し
、
岡
山
県

で
は
新
築
の
能
楽
堂
ホ
ー
ル

で
御
朱
印
帳
づ
く
り
や
髪
留

め
づ
く
り
体
験
と
併
せ
て
実

施
す
る
な
ど
、
様
々
な
場
所
で

各
県
ご
と
に
特
色
の
あ
る
写

真
展
を
企
画
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
り
わ
け
東
京
日
本

橋
で
開
催
し
た
写
真
展
で
は
、

会
場
前
で
の
ビ
ラ
配
り
の
成

果
も
あ
っ
た
の
か
大
変
多
く

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
我
々
神
宮
啓
発
委
員

は
、
神
宮
解
説
と
題
し
て
ス
ラ

イ
ド
を
流
し
つ
つ
神
宮
に
つ

い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
は
た
し
て
言

い
た
い
こ
と
が
伝
わ
っ
た
の

か
非
常
に
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る

と
好
評
な
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
で
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
展
示
見
学
中
の
方
に
声

を
か
け
て
み
る
と
、
過
去
に
参

拝
し
た
こ
と
の
あ
る
方
が
多

く
、
写
真
を
見
て
ま
た
行
き

た
く
な
っ
た
と
い
う
お
声
も

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
展
を
通
じ
て
、
少
し
で
も

「
神
宮
に
行
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
後
押
し
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
大
学
生
に

神
宮
を
解
説
し
て
歩
い
た
「
青

年
神
職
と
歩
く
伊
勢
の
神
宮
」

や
、
全
国
氏
子
青
年
協
議
会

を
対
象
と
し
た
「
神
宮
古
殿

地
清
掃
奉
仕
」、
写
真
展
来
場

者
に
配
布
す
る
「
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
の
製
作
」
な
ど
、
二
年

目
は
精
力
的
に
事
業
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
出
向
で
得
た
知

識
や
経
験
は
次
期
式
年
遷
宮

へ
向
け
た
活
動
の
中
で
役
立

て
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

二
年
間
神
青
協
で
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
当
会

と
神
青
協
の
活
動
へ
ご
協
力

の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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小
田 
成
範

令
和
三
、四
年
度

神
宮
啓
発
委
員
報
告

神
青
協
出
向
者
報
告



　

先
日
、
中
国
五
県
青
年
神

職
協
議
会
の
理
事
会
に
お
き

ま
し
て
、
会
長
及
び
神
青
協

出
向
の
地
区
理
事
と
し
て
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
小
田

成
範
で
す
。
平
成
十
八
年
に

直
階
を
取
得
し
、
若
葦
会
や

県
の
青
年
会
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
て
十
五
年
程
に
な

り
ま
す
が
、
事
務
仕
事
を
受

け
持
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
ま
さ
か
自
分
が

こ
の
よ
う
な
立
場
に
な
る
と

は
思
い
も
寄
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
元
よ
り
浅
学
菲
才
の
身

で
あ
り
、
神
職
会
の
長
と
い

う
職
に
就
い
た
こ
と
も
な

い
若
輩
ゆ
え
鳥
取
県
や
中

国
地
区
の
会
員
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
る
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
精
一
杯
職
責
を
全
う
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ど
う
か
最
後
ま
で
見
捨
て
ず

ご
協
力
い
た
だ
き
た
く
存
じ�

ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
中
国
地
区
と

し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
に

は
「
氏
子
青
年
神
道
青
年
合

同
研
修
会
」
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
山
口
県
で
開
催
さ

れ
、
再
来
年
は
鳥
取
県
が
主

管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
講
義
を
受
講
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
百
名
規
模
の
研
修
会

の
企
画
運
営
が
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
し
っ
か
り
と
自

分
の
目
で
見
て
い
た
だ
く
こ

と
も
大
切
な
研
修
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
中

国
地
区
の
集
ま
り
と
い
う
の

は
青
年
会
だ
け
で
な
く
、
中

堅
研
修
な
ど
今
後
も
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
は
多
い
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
今
か

ら
同
世
代
の
仲
間
の
輪
を
拡

げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
区
会
長
と
し
て
の

私
の
仕
事
は
、
ま
ず
地
区
会

員
の
皆
様
ど
う
し
を
し
っ
か

り
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
地
区
と
神
青
協
と
を

つ
な
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
他
県
の
会
長
や
理
事
の

皆
さ
ん
と
密
に
連
絡
を
取
り

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の

思
い
を
神
青
協
に
し
っ
か
り

届
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て

神
青
協
の
思
い
も
ま
た
皆
さ

ん
に
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
で
神
青
協
役
員
と
し

て
は
、
会
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
携

わ
る
広
報
委
員
会
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
近
年
神
青
協
の

発
行
す
る
広
報
冊
子
は
、
表

紙
デ
ザ
イ
ン
や
仮
名
遣
い
な

ど
過
去
と
比
べ
て
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
神
青
協
と
い
う
組
織

が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、

何
を
伝
え
た
い
の
か
を
多
く

の
会
員
に
届
け
た
い
と
い
う

思
い
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で

す
。
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
タ
イ

ム
リ
ー
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
行

回
数
を
減
ら
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
鳥
取
県
も
そ
う
で
す

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
報

告
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
く

一
方
で
冊
子
と
し
て
の
会
報

の
発
行
回
数
を
減
ら
し
て
お

り
ま
す
。
世
間
の
情
勢
や
意
識

を
よ
く
見
て
時
宜
に
か
な
っ

た
在
り
方
を
考
え
る
の
も
広

報
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
お

り
、
こ
の
役
割
を
全
国
組
織
で

担
う
こ
と
の
重
大
さ
に
襟
を

正
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り�

ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
二
年
間
、
非
常

に
慌
た
だ
し
く
な
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
神
青
協
と
い

う
全
国
組
織
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
も
数
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
つ
一

つ
に
し
っ
か
り
向
き
合
い
、

小
田 

成
範

令
和
五
、
六
年
度

地
区
理
事
就
任
挨
拶

https://www.shinseikyo.net/

得
た
も
の
は
鳥
取
県
神
道
青

年
会
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

還
元
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
参
り
ま
す
。
ご
指
導
、
ご

協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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段
は
教
員
を
し
て
お
り
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
神
明
に
奉
仕
し
、
彦
名
の

町
と
神
社
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

氏
名
・
年
齢　

鷲す

見み 

晃あ
き
弘ひ
ろ�

31
歳

奉
務
神
社　

日
吉
神
社

　

島
根
県
神
社
庁
の
階
位
認
定

講
習
会
で
資
格
を
取
得
し
、
現

在
は
西
伯
郡
大
山
町
の
日
吉
神

社
で
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
実
務
経
験
が
浅
く

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
先
輩
方
の
ご
指
導
を
賜
る

べ
く
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

青
年
会
の
活
動
や
役
職
を
通
じ

て
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
西
部
青
年
神
職
会
】

氏
名
・
年
齢　

相あ
い
見み 

拓ひ
ろ
紀の
り�

39
歳

奉
務
神
社　

福
田
正
八
幡
宮

　

兼
ね
て
米
子
市
大
神
山
神

社
権
禰
宜
を
拝
命
し
て
お
り

ま
す
。

　

山
陰
一
年
生
・
雪
国
初
心
者

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
滑
ら
ず

転
ば
ず
進
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

氏
名
・
年
齢　

小お

田だ 

圭け
い
介す
け�

32
歳

奉
務
神
社　

粟
嶋
神
社

　

米
子
市
に
あ
り
ま
す
粟
嶋
神

社
禰
宜
の
小
田
圭
介
で
す
。
普

府
町
の
酒
賀
神
社
で
奉
仕
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

過
疎
地
域
神
社
の
問
題
を
考

え
、
現
代
に
ど
う
適
応
す
る
べ

き
か
を
、
酒
賀
神
社
に
て
実
践

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
経
験
の
乏
し
い
若
輩
者

で
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
中
部
青
年
神
職
会
】

氏
名
・
年
齢　

大お
お
坂さ
か
秀し
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎�

29
歳

奉
務
神
社　

北
野
神
社

　

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
親

し
ま
れ
る
存
在
に
な
れ
る
様
、

日
々
奉
仕
に
努
め
て
参
り
ま

す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

先
輩
神
職
の
皆
様
方
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
び
一
日
で
も
早

く
立
派
な
神
職
と
な
り
社
頭
奉

仕
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

氏
名
・
年
齢　

山や
ま
中な
か 

瞳と
う
子こ�

25
歳

奉
務
神
社　

甘
露
神
社
他
三
社

　

現
在
、
甘
露
神
社
他
三
社
の

禰
宜
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
身
で
す
が
、
ご
指
導
の
程

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

氏
名
・
年
齢　

長な
が
尾お 

隆た
か
基も
と�

23
歳

奉
務
神
社　

酒
賀
神
社

　

皇
學
館
大
學
を
卒
業
し
、
国

【
若
葦
会
】

氏
名
・
年
齢　

小こ

森も
り 
泰や
す
治は
る�

32
歳

奉
務
神
社　

下
味
野
神
社

　

昨
年
度
ま
で
愛
知
県
の
熱
田

神
宮
に
て
奉
職
し
て
お
り
ま
し

た
。
何
分
浅
学
な
若
輩
者
で
は

あ
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
指
導
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

氏
名
・
年
齢　

長な
が
田た 

篤あ
つ
典の
り�

28
歳

奉
務
神
社　

姫
路
神
社

　

國
學
院
大
學
卒
業
後
、
姫

路
神
社
に
て
ご
奉
仕
し
て
お

り
ま
す
。
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青
年
会
活
動
を
振
り
返
っ
て

～
私
の
得
た
も
の
～

�

後
藤　
裕
里
香

　

私
の
鳥
取
県
神
道
青
年
会
で

の
活
動
は
中
部
青
年
神
職
会
へ

の
参
加
か
ら
始
ま
っ
た
。当
時
は

少
な
い
人
数
で
な
か
な
か
活
動

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
、西
部

と
の
合
併
の
話
が
出
て
い
た
と
聞

く
。そ
ん
な
中
で
も
中
部
青
年

　
卒
会
に
あ
た
っ
て

�

門
脇　
理
恵
子

　

嘗
て
青
年
神
職
会
の
門
を
叩

い
た
あ
の
日
、
目
の
前
に
続
く

の
は
前
途
洋
々
た
る
希
望
に
満

ち
た
道
で
あ
っ
た
。
県
内
外
の

偉
大
な
る
先
輩
諸
兄
や
同
輩
、

後
輩
と
出
会
い
、
盃
を
交
わ
し

つ
つ
語
り
合
っ
た
日
々
は
、
我

が
青
春
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
、

輝
け
る
時
で
あ
っ
た
。

　

今
、我
々
青
年
神
職
の
前
に
立

ち
は
だ
か
る
の
は
、斯
界
の
現
状

へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
と
未
来

へ
の
焦
燥
で
は
な
か
ろ
う
か
。少

子
高
齢
化
、若
者
の
県
外
流
出

は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、集
落

内
に
は
年
々
空
き
家
が
増
え
、氏

神
職
会
と
し
て
活
動
を
続
け
、今

の
会
の
姿
を
見
れ
ば
当
時
の
諸

先
輩
方
の
思
い
の
形
が
こ
こ
に
あ

る
と
思
う
。

　

当
初
は
中
部
だ
け
の
活
動
に

参
加
し
て
い
た
が
、神
道
青
年
全

国
協
議
会
の
中
央
研
修
会
を
鳥

取
県
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

全
県
の
会
員
が
集
う
実
行
委
員

会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、県
下
の
仲
間
た
ち
と
会

う
機
会
が
増
え
た
。ほ
と
ん
ど
の

会
員
が
兼
務
で
別
の
仕
事
を
し

な
が
ら
神
社
の
仕
事
を
す
る
鳥

取
県
で
は
当
た
り
前
の
ス
タ
イ

ル
。中
に
は
宮
司
と
し
て
す
で
に

神
社
の
運
営
を
行
う
方
も
あ
り

刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。同
じ
道
を
進
み
、世
代
も
近

く
、神
社
、仕
事
、子
育
て
等
々
、

普
段
感
じ
る
こ
と
も
共
感
す
る

こ
と
が
多
く
話
す
こ
と
は
尽
き

な
い
。周
年
事
業
、研
修
会
、震

災
な
ど
、会
で
多
く
の
こ
と
を
経

験
し
、自
分
の
中
で
昇
華
し
て
き

た
と
思
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、卒
会
し
て
二

年
。今
も
先
輩
方
、後
輩
達
と
の

　
祈
り
に
寄
り
添
う

�

永
江　
吉
邦

　

青
年
会
で
活
動
し
た
頃
か
ら

約
十
年
が
経
っ
た
。こ
の
間
、震

災
、戦
争
、感
染
病
の
流
行
、異

常
気
象
な
ど
に
よ
り
、こ
れ
ま
で

当
た
り
前
と
し
て
き
た
世
の
中

が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、様
々
な
感
情

が
渦
巻
い
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
唯
一、変
わ
ら
な
い

も
の
…
そ
れ
は「
時
間
」で
あ
る
。

「
時
間
」だ
け
は
、ど
ん
な
状
況

に
置
か
れ
よ
う
と
誰
に
で
も
平

等
に
や
って
く
る
。

　

時
の
流
れ
の
中
で
、立
ち
止
ま

る「
時
間
」が
あ
る
。そ
れ
を
節

目
と
い
う
。一
年
の
中
で
節
目
が

あ
り
、人
生
に
も
節
目
が
あ
る
。

節
目
と
は
時
間
の
経
過
で
は
な

く
、立
ち
止
ま
り
、こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
を
考
え
る
機
会
で
あ
る
。

　

人
は
自
分
の「
時
間
」を
割
か

れ
た
と
考
え
る
と
、い
ら
だ
ち
を

覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。ま
た
、自

分
の「
時
間
」を
費
や
し
て
い
い
、

費
や
し
た
い
と
思
う
相
手
も
あ

子
数
も
大
麻
頒
布
数
も
減
少
の

一
途
を
辿
っ
て
い
く
。日
々
の
糧
を

得
る
た
め
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ

な
が
ら
、価
値
観
の
変
容
の
中
で

「
神
明
奉
仕
の
た
め
」月
に
何
度

も
休
暇
を
取
る
こ
と
が
職
場
内

で
の
立
場
を
苦
し
く
し
て
い
く

現
状
も
確
か
に
あ
る
。繁
忙
期

に
は
社
務
と
仕
事
の
板
挟
み
で

ま
と
も
な
休
息
も
ま
ま
な
ら
ず

と
も
、自
ら
を
叱
咤
し
実
直
に
務

め
、さ
り
と
て
研
修
に
参
加
で
き

ね
ば
評
価
さ
れ
ぬ
斯
界
の
階
級

制
度
に
は
苦
い
思
い
も
あ
る
。

　

と
は
言
い
な
が
ら
、我
々
は
、

我
が
国
の
根
幹
を
な
す「
神
道
」

を
守
り
未
来
へ
伝
え
る
べ
き
使

命
を
負
っ
た
者
で
あ
る
。立
ち
止

ま
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。そ
う
思

え
る
に
至
っ
た
青
年
会
で
の
経
験

と
、多
く
の
仲
間
と
の
出
会
い
に

心
か
ら
の
感
謝
を
。そ
し
て
今

後
も
共
に
難
局
に
立
ち
向
か
って

い
け
る
同
志
た
ら
ん
こ
と
を
切

望
し
、若
手
神
職
の
貴
重
な
交

流
の
場
で
あ
る
青
年
神
職
会
の

益
々
の
発
展
と
後
輩
諸
氏
の
奮

闘
を
期
待
し
て
い
る
。

る
。誰
か
の
た
め
に「
時
間
」を
費

や
す
こ
と
は
、自
分
の
こ
と
に
使

う
よ
り
も
尊
い
こ
と
で
あ
る
。

　

同
じ
場
所
に
居
な
く
て
も
、誰

か
に
思
い
を
は
せ
る「
時
間
」も
あ

る
。心
を
寄
り
添
う「
時
間
」も

あ
る
。こ
れ
が
祈
り
に
つ
な
が
る
。

　

我
々
神
職
は
、こ
う
し
た
大
切

な「
時
間
」を
執
り
持
つ
役
目
を

担
っ
て
い
る
。明
き
清
き
誠
を
以

て
、世
の
た
め
人
の
た
め
に
奉
仕

し
、そ
し
て
、祈
り
に
寄
り
添
う

中
執
り
持
ち
で
あ
る
。日
々
、敬

神
生
活
の
綱
領
の
実
践
あ
る
の

み
で
あ
る
。

関
係
は
支
部
や
県
の
会
な
ど
で

続
き
、出
会
え
ば
親
し
く
話
を

し
、時
に
は
飲
み
か
わ
し
て
同
じ

時
を
過
ご
す
。多
く
の
人
と
出
会

い
、語
ら
い
、考
え
、作
り
、そ
の
経

験
が
今
の
私
を
作
っ
て
い
る
。私

は
常
々
思
っ
て
い
る
。経
験
に
勝

る
も
の
は
な
い
、と
。そ
れ
は
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
く
。
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鳥
取
県
神
道
青
年
会
の
事
業

と
し
て
鎮
物
の
頒
布
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

急
な
地
鎮
祭
が
入
り
早
急
に

鎮
物
が
必
要
な
時
や
、
沢
山
の

ロ
ッ
ト
で
の
注
文
し
か
で
き
な

い
事
に
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
是

非
当
会
に
御
用
命
下
さ
い
。

　

各
地
域
に
在
庫
を
確
保
し
た

担
当
を
配
置
し
、
一
体
か
ら
の
注

文
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
大
量
発
注
も
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

※
五
十
体
以
上
注
文
さ
れ
る
際
に

は
二
週
間
前
に
確
認
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

担
当
連
絡
先

東
部
●
河
上
統
一
（
白
兎
神
社
）

�

０
８
５
７
ー

５
９
ー
０
０
４
７

中
部
●
福
田
靖　
（
照
國
神
社
）

�

０
８
５
８
ー

５
２
ー

３
０
１
５

西
部
●
門
脇
聖
文
（
日
御
碕
神
社
）

�
０
８
５
９
ー

４
５
ー

０
１
２
８

「
今
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る

�

俺
が
や
ら
ね
ば
誰
が
や
る
」

　

こ
れ
は
、令
和
五
年
に
創
立
百
五�

十
周
年
を
迎
え
る
私
の
母
校
の
先

人
、彫
刻
家
辻
晋
堂（
つ
じ
し
ん
ど

う
）先
生
の
座
右
の
銘
で
す
。人
間
は

夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
な
が
ら
も
、今

す
べ
き
こ
と
を
つ
い
先
延
ば
し
し
た

り
、自
分
が
す
る
べ
き
こ
と
を
誰
か
が

何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
あ
て

に
し
が
ち
で
す
。事
を
起
こ
す
際
は
、

自
ら
の
考
え
や
責
任
に
お
い
て
覚
悟

を
も
って
即
実
行
す
る
。実
践
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、そ
の
努
力
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
出
来
る
人
間
に
な
り

た
い
も
の
で
す
。

　

扨
、
鳥
取
県
神
道
青
年
会
は
創

立
六
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
周
年
事
業
の
骨
子
を
検
討
す
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
今

あ
る
の
は
先
人
・
諸
先
輩
方
の
お
蔭

で
す
。
そ
の
生
き
方
や
考
え
方
、
会

の
歴
史
に
想
い
を
巡
ら
し
、
感
謝
の

意
を
表
す
と
と
も
に
、
こ
の
新
し
い

時
代
を
駆
け
抜
く
た
め
の
決
意
を
表

せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
庄
神
社　

花
田
充
）

「神社と青年神職
　　　　　仲執り持ちプロジェクト」

　当会では令和 4年度より、祭典助勤のため
の青年神職派遣事業を行っております。若手神
職に研鑽の場をご提供頂きますよう、皆様から
の申し込みをお待ちしています。
　詳しくはホームページを
ご覧いただくか、お近くの青
年会会員にお声かけ下さい。

編
集
後
記

鎮
物
の
頒
布

昨年の秋祭りにご助勢頂く方を探していたとこ
ろ、鳥取県神道青年会の『仲執り持ちプロジェ
クト』のことを知り仲介をお願い致しました。
祭りの重なる時期で皆様お忙しく、祭員が足ら
ず困っておりましたが、青年会から紹介して頂
きとても助かりました。祭りの当日は、若い神
職さんがご奉仕してくださる姿に、参拝者の方々
も大変喜ばれ、皆様笑顔で和やかな祭りとなり
ました。ありがとうございました。
� （添谷神社　宮司　三須たづる）

プロジェクトを
ご利用頂きました

顧
問
の
皆
様
　
御
協
賛
を

賜
り
深
謝
致
し
ま
す

協
賛
御
芳
名

頒
布
価
格  

一
体  

五
０
０
円 

也

鳥取県神道青年会鳥取県神道青年会のの
�ホームページ�ホームページををご覧ください！ご覧ください！

鳥取県神道青年会HP
https://www.tottori-shinsei.org/

活動報告を随時更新して
います。通信のバックナ
ンバーも閲覧できますの
で、是非ご覧ください。
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令
和
３
年
度

門
　
脇
　
　
紀
　
文
　
殿

會
　
見
　
　
玲
　
郎
　
殿

吉
　
田
　
　
武
　
章
　
殿

米
　
原
　
　
尊
　
仁
　
殿

松
　
田
　
　
直
　
也
　
殿

青
　
砥
　
　
一
　
彦
　
殿

霧
　
林
　
　
敦
　
　
　
殿

木
　
山
　
　
典
　
明
　
殿

須
　
山
　
　
倫
　
史
　
殿

池
　
本
　
　
靖
　
　
　
殿

大
　
澤
　
　
祥
　
之
　
殿

今
　
岡
　
　
靖
　
史
　
殿

田
　
中
　
　
正
　
臣
　
殿

中
　
嶋
　
　
俊
　
史
　
殿

令
和
４
年
度

門
　
脇
　
　
紀
　
文
　
殿

會
　
見
　
　
玲
　
郎
　
殿

吉
　
田
　
　
武
　
章
　
殿

米
　
原
　
　
尊
　
仁
　
殿

松
　
田
　
　
直
　
也
　
殿

青
　
砥
　
　
一
　
彦
　
殿

霧
　
林
　
　
敦
　
　
　
殿

木
　
山
　
　
典
　
明
　
殿

須
　
山
　
　
倫
　
史
　
殿

池
　
本
　
　
靖
　
　
　
殿

大
　
澤
　
　
祥
　
之
　
殿

今
　
岡
　
　
靖
　
史
　
殿

田
　
中
　
　
正
　
臣
　
殿

中
　
嶋
　
　
俊
　
史
　
殿


